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1. はじめに  

 

 超伝導フィルタは通過帯域における低損失性

と遮断領域での急峻なスカート特性を同時に実

現できる。この理由は、マイクロ波領域における

超伝導体の損失が通常の金属に比べて数桁低い

ためである。このような利点に注目し多くの超伝

導フィルタの研究が成され、受信用フィルタは米

国、中国で既に実用化に至っている。しかし送信

用フィルタは許容電力の改善が課題となり、未だ

実現には至っていない。よって、送信用フィルタ

実現には、高耐電力特性を有するフィルタ構造が

必要となる。そこで我々は、超伝導薄膜フィルタ

に比べ臨界電流が高く高耐電力特性に優れると

考えられる超伝導バルクを用いたフィルタの作

製と評価を行ってきた[1][2]。これまでのバルク

フィルタの研究では、リング共振器を用いて 24.9 

W 以上の耐電力特性を確認することができた。

また、リング共振器をディスク共振器に変えるこ

とにより、約 4倍の耐電力特性の向上が電磁界シ

ミュレーションにより予測されている[3]。今回、

ディスク共振器を用いた 3 段バルクフィルタを

作製し、周波数特性と耐電力特性の評価を行った

ので報告する。 

 

2. フィルタ設計 

 本研究では、3 次元電磁界シミュレーターであ

る MW-Studio を用いてディスク型 3 段バルクフ

ィルタの設計を行った。シミュレーションでの周

波数特性は中心周波数 4.94 GHz、帯域幅 100 MHz、

挿入損失 0.14 dBとなった。 

 

3．測定結果 

 設計したフィルタを作製し、周波数特性・耐電

力特性の測定を行った。図 1 に作製したフィルタ

パッケージの外観写真を示す。図 2に 3段バルク

フィルタの周波数特性を示す。実線は実験、点線

はシミュレーションでの周波数特性を示してい

る。作製したフィルタは良好な特性を得ることが

できたといえる。また、図 3 に 3 段バルクフィル

タの耐電力特性を示す。ディスク共振器を用いた

3 段バルクフィルタは、33.4 W 以上の耐電力特性

を得ることができた。詳細については講演の際述

べる。 

 
図 1 3段バルクフィルタ 

図 2  3段バルクフィルタ周波数特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 3段バルクフィルタ耐電力特性 
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